
 

平成28年 

仁叟寺年間行事予定 
 

1/1～1/3 年頭祈祷・年賀受 

1/4～1/7  年始挨拶 

1/10  年賀寺例 

2/3    大節分会 

2/15   釈尊涅槃会 

3/13 大般若会大施食会法要 

3月中旬  筆供養法要 

3/17～3/23 春季彼岸会 

4/8 釈尊降誕会（花祭り） 

4/25 群馬県婦人会総会 

6月～9月 里山再生事業普請 

6/25～6/26 県青年会主催    

 第54回群馬緑蔭禅の集い 

7/12 吉井町仏教会総会 

7/13～7/16 新暦盂蘭盆会 

   京浜地区檀信徒棚経 

7/21～7/22   

   第35回子供禅の集い 

8/10  中元寺例 

8/13～8/16  盂蘭盆会 

9/19～9/25 秋季彼岸会 

10/7 県宗務所主催 

   特派布教師巡回法話 

11/4 関東管区婦人会主催 

      秋季研修大会 

12/8   釈尊成道会 

12/10    歳暮寺例 

12/31    除夜会 

 

※毎週水曜日 定例坐禅会 

※隔週水曜日 

 梅花講・琴教室・華道教室 

※群馬県宗務所執務日 

月・水・金曜日 

仁叟寺30世寺族    隆室常照禪尼位  

渡辺テル(号,晃苑)逝去 

 去る6月5日夜、仁叟寺30世龍源寺28

世寺族、渡辺テル（号、晃苑）が、93歳

を一期として逝去いたしました。 

 当山住職の母、前住職の妻に当たりま

す。母は、渡辺石橋老師を父とし当地に

生を受け、富岡高等女学校及び大妻女子

大学を卒業し、教職に就き、更には寺族

として住職を補佐する傍ら、二男一女を

育てました。また、書家として活躍し、

高崎書道会所属・仁叟寺書道教室「雅道

会」を主宰。書展での受賞は勿論、高崎

書道会理事及び初代吉井町書道協会長等

を歴任し、多くの弟子を育てました。 

 通夜葬儀は、12、13日に修行され、

100名を超える御寺院様はもとより、中

曽根弘文・福田達夫両議員始め700名近

い関係各位のご会葬を賜り、感謝に堪え

ません。また、総代人始め世話人有志の

皆様方には、両日に亘りお手伝いいただ

きましたこと、併せまして厚く御礼申し

上げます。合掌 

↑↖通夜葬儀風景（撮影・大澤竹治氏） 
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群馬県宗務所特派布教師巡回（会場、仁叟寺） 

曹洞宗群馬県宗務所婦人会総会圓成及び関東管

区婦人会秋季研修会予定（会場、仁叟寺） 

 曹洞宗群馬県宗務所主催の特派布教師巡回が、昨年に

引き続き、会場は仁叟寺にて10月7日（金）に執り行わ

れる予定です。特派布教師は北海道の薬王院住職田中清

元老師が、ご来山いただく予定です。田中老師は、住職

の古くからの法友でもあります。 

 また、日程が近づきましたら、檀信徒の皆様方には改

めましてご案内申し上げます。入場無料です。ご参加い

ただきますよう、お願いいたします。 

←昨年の特派布教師巡回風景。（於、仁叟寺） 

↑所長老師による法話会の様子 

↓開講式が終了し、所長老師より挨拶 

 曹洞宗群馬県宗務所婦人会（会長、坪井みは

と鳳仙寺寺族）主催の総会が、4月25日（月）

に、仁叟寺にて開催されました。総会では、開

講諷経ののち、當山住職である宗務所長より研

修の法話会を行い、その後昨年度報告事項及び

本年度審議事項を70名程の参加関係各位にて慎

重審議されました。 

 また、本年は11月4日（金）に、総会に引き

続き仁叟寺を会場に、関東管区婦人会の研修会

が、修行される予定です。講師は兵庫県安泰寺

住職であるネルケ無方老師。老師はドイツ人

で、若くして禅の教えに目覚め、念願であった

来日の後、修行を重ねました。著作や講演での

布教にも熱心に取り組まれる傍ら、安泰寺では

自給自足の生活を多くの外国人修行僧と共に送

られております。 

 関東管区とは、関東地方に山梨県を加えた一

都七県を指します。婦人会とは、寺院檀信徒の

ご婦人方を対象にした会であり、県内では二十

数箇寺ほどが設立されており、各種寺院行事の

参加やお手伝い、写経会や梅花流詠讃歌の講習

等を行っている組織です。 

 予定では凡そ250名を超える多くの方々の参

加を見込んでおり、多数の来賓関係者もお迎え

する大きな研修会となる予定です。また、元県

婦人会長の総見敬子長傳寺寺族は、全国婦人会

長を勤められました。良き研修が勤められれば

と思っております。 
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群馬県宗務所主催 檀信徒研修旅行のご案内 

仁叟寺秋の研修参拝旅行は、一昨年の第10

回をもって一先ず休止とさせていただきま

した。多くの方々に参加していただき、当

寺恒例の日帰研修参拝旅行となり、有難く

感謝しております。昨年からは、上記の通

り住職が宗務所長を勤めます曹洞宗群馬県

宗務所の研修旅行を行っております。県内

各地より多くの方が参加し、バス8台程で

行っている恒例の研修旅行です。是非とも

奮ってのご参加を宜しくお願い致します。 
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←住職が所長を勤めております曹洞

宗群馬県宗務所主催研修旅行の案内

書。是非、奮ってのご参加を！ 

高崎市里山元気再生事業報告 

↑おてんま風景 

←奉仕役員ほか集合写真 

 本年も継続事業となりました高崎市の里山元気再生事業。仁叟寺竹林を整備し、地元と檀信徒

総代人世話人の皆様方のご協力のもと、鋭意進めております。 

 當山及び地域では、6月より9月まで月一度ほど、山内関係者及び総代さん役員さん始めとし

た有志にて、おてんまをお願いし、下草や篠竹刈り等の作業を行っております。引き続き、関係 

       各位にはお世話になりますが、何卒宜しくお願い申し上げます。 
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大節分会（2/3）、大般若会（3/13）のご報告 

上毛新聞特集記事 「やってみチャオ」坐禅 

↑平成28年3月24日付 上毛新聞「パレット」欄より 
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↑↓仁叟寺大般若会・大施食会法

要。本年は「ムジカ・コンカドー

ロ」による演奏会を行いました。 
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自らを洲とする ～熊本地震被災地復興支援～ 
 去る4月14日に発生した熊本大地

震。被災地では今なお多くの方々が避

難生活を送り、一日でも早い復旧復興

に向け、頑張っております。 

 住職が所長を勤めます曹洞宗群馬県

宗務所では、被災直後に支援金を県内

寺院様に募り、その浄財を6月に熊本

大分両県曹洞宗宗務所に持参いたしま

した。当地にて被災状況の現地視察を

合わせて行って参りました。更に本庁に曹洞宗義捐金として、また上毛新聞社を通じ同災害被災

地復興支援の為、総額700万円を寄附しました。ほか県青年会では、熊本・大分・佐賀各県の青

年会へ支援金及び支援物資を募り送付。連休中の5月2日には、分福茶釜で名高い館林市茂林寺様

にて県青年会有志が托鉢行を修行。 

 東日本大震災は来年で七回忌を、

日航機墜落事故は三十三回忌を迎え

ます。更に本年は新潟中越地震十三

回忌正當の年です。引き続き、出来

る範囲で被災地支援活動を行じて参

りたいと考えておりますので、ご協

力戴ける方は、そのお志を當山まで

お届け賜れれば

幸いです。 

第54回群馬緑蔭禅の集い 仁叟寺にて修行 
 本年で第54回目となります「群馬緑蔭禅の集い」が、仁叟寺

を会場に6月25~26日の一泊二日に亘り、開催されました。 

 同集いは、副住職が会長を務めます群馬県曹洞宗青年会の主催

の恒例行事で、本年は講師に「高崎だるま」で有名な地元高崎市

の黄檗宗少林山達磨寺住職廣瀬正史老師を迎え、昨年に引き続き

仁叟寺を会場として修行されました。青年僧が作る精進料理を召

し上がっていただき、自然豊かな古刹寺院での環境の中、禅に親

しむ身心一如の修行生活が、當山を舞台に行われました。 

 また入浴に当たっては、サンコー72カントリークラブを利用

させていただき、法要等では梅花講の講員さんにお世話になりま

した。来年も県内寺院を会場に修行される予定です。坐禅に興

味・関心のある方は、是非當山までお申込み下さい。 
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↑分福茶釜で有名な茂林寺様に於て托鉢行 

被災した熊本の 

名刹大慈寺様→ 



行雲流水（編集後記）     編集人 副住職 渡辺龍道  

 早いもので、京浜地区ではお盆を迎える

月になりました。このお盆ですが、我が国

では同地区を除き、月遅れである8月に行

じるられることが一般的です。明治期に新

暦が採用され、既に150年ほど経とうとし

ておりますが、お盆だけは唯一新暦に組み

込まれず、今に伝わっております。 

 歴史ある我が国に遺り伝わる様々な行

事・伝統・文化等が廃れていっておりま

す。仏師の職人さんとお話しする機会に恵

まれましたが、伝統工芸の世界でも同じで

あると伺いました。単なる復古主義では決

してありませんが、時代の流れといった一

言で片付ける事は残念に感じます。寺院が

その防波堤になるよう、更に精進をさせて

戴こうと思っております。 

 檀信徒始めご縁に繋がる

皆様方のお力添えを、尚お

一層賜りたく、宜しくお願

い申し上げます。（龍） 

平成27年度寄進者一覧（順不同、敬称略） 
 番号  

 地区  氏名 寄附物品  
1 吉井川 新井 徳衛 

輪島塗唐草蒔絵「三宝」 
2 吉井 井上 隆 
3 富岡 新井 富士雄 プラチナ箔押献茶湯器 

4 山口 伊藤 敏子
（小池家） 正絹青緑色段絽 大衣 

5 吉井 井上 幸子 
正絹羽二重 黄恩衣 

6 吉井 井上 有 
7 吉井川 上原 澄夫 正絹薄茶絽 九条両山紋入刺繍袈裟 
8 長根 上原 久男 本堂前スロープ設置工事一式 
9 神保 小沢 昇 螺鈿入欅花台及び欅置物 

10 高 金井 正男 朱壷 
11 矢田 齋藤 悦男 40号絵画「齋藤彌平遺作 野仏」 
12 
多比良 篠﨑 はるみ 

絵画「篠﨑久男遺作」 
13 正絹茶羅織道中衣 
14 高崎 篠原 敏子 本堂用ブルーヒーター大型暖房機2台 
15 吉井 須藤 光雄 真塗経机 
16 川崎 神保 國治 正絹麻絽青緑色九条袈裟、坐具付 
17 多胡 神保 健一 塩瀬黄衣 
18 神保 神保 堯男 欅製立香炉台 
19 神保 関口 幸生 開山堂扉修復一式 
20 白石 田村 敏明 蓮型総金箔香炉・香台セット 
21 吉井 宮川 敏雄 白彼岸花球根200個 
22 高崎 森 義壽 黒磁器香炉 
23 吉井 森平 文男 本堂前スロープ カリン材 
24 吉井川 矢島 巌 青銅製「寿老人」・岩躑躅15株 

25 新盆檀信徒一同 
本堂放送設備一式入替工事 
本堂大間畳張替21畳 
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